
　武蔵村山市では、狭山丘陵では数少ない縄文時
代晩期の遺跡でもある吉祥山遺跡や、低湿地遺跡
で加工木なども出土した後ヶ谷戸遺跡をはじめ、
現在40ヶ所の遺跡が確認されています。
　遺跡からは、人々の暮らしていた住居などの跡
（遺構）や土器や石器といった昔の道具（遺物）
などが発見されます。このような土の中に埋もれ
ている文化財のことを「埋蔵文化財」といいます。
　市指定文化財の中では、人面装飾付土器や中世
常滑窯大甕が遺跡から発見されたものです。

　今日、私たちの生活をより良くするため、様々
な開発行為が行われていますが、その陰で地域の
歴史を語る遺跡などの埋蔵文化財が破壊されてし
まうという問題があります。
　市内には豊かな自然と共に、多くの遺跡が存在
しており、このような埋蔵文化財を後世に伝えて
いくためには、開発と埋蔵文化財の保護の調和を
考えていく必要があります。
　そこで、今号の資料館だよりでは埋蔵文化財の
取り扱いや必要な届出について説明します。

　昭和39年（1964）頃から開始された市立第三小学
校の校舎改修工事の際に発見されました。
　今から約4500年前（縄文時代中期）の縄文土器の
把手部分の破片です。
　左目が「×印」でつぶされており、大変珍しいも
のです。

　明治時代初期に当時の中藤村字屋敷山（現在の中
藤１丁目）から出土したと伝えられています。
　大甕の形や胎土などの特徴から室町時代（15世紀
前半）に現在の愛知県常滑市付近で作られたもので
あることがわかりました。人ひとりすっぽり入って
しまうほどの大きな甕です。

屋敷山遺跡出土人面装飾付土器（把手部位破片） 屋敷山遺跡出土中世常滑窯大甕

武蔵村山市の遺跡と埋蔵文化財の保護

武蔵村山市指定有形文化財
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＊埋蔵文化財保護のため、次のような場合は連絡をお願いします。
　（１）周知の遺跡内及びその周辺で土木工事や建設工事を計画されている場合
　（２）土木工事や建設工事中に埋蔵文化財を発見した場合
　＜連絡先＞　〒208-0004　東京都武蔵村山市本町５－21－１
　　　　　　　武蔵村山市立歴史民俗資料館
　　　　　　　TEL　042（560）6620

平成16年（2004）11月 現在



１ 市教育委員会（歴史民俗資料館）への開発計画前の事前相談・照会

　周知の遺跡の範囲内
　及びその近接地

現状保存
（やむを得ず開発する場合） 工事実施可

２ 埋蔵文化財発掘届の提出（２部提出）
法９３条の２に基づき、都教委を経由して文化庁長官へ

３ 文化庁からの回答・市教育委員会との事前協議
文化庁からの指示は、およそ次のうちいずれかです。
　①全面現状維持（開発中止）　　②開発計画の一部変更
　③事前発掘調査の実施　　　　　④工事の際の立ち会い

　試掘調査の実施

　遺跡がある場合 遺跡がない場合（既に破壊されている場合）

工事実施可

　調査体制・期間・経費等について事業者と協議－遺跡調査会結成
調査要綱・協定書・委託契約書の作成　　

４ 発掘調査の実施

　現場作業終了 「史跡」化のための土地買収
　事業計画の変更

工事実施可

５ 整理作業・報告書刊行
遺跡調査終了・経費清算・遺跡調査会解散　

６ 出土遺物の保管

埋  蔵  文  化  財  保  護  の  た  め  に
－土木工事・建設工事を計画されている方へ－

土木工事等に伴う調査にあたっての必要な手続き（民間の場合）

詳細は歴史民俗資料館へお問合せ下さい。

       周知の遺跡の範囲外

※包蔵地外でも、埋蔵文化財の発見される可能性があります。
包蔵地外の開発でも資料館までお知らせください。

古紙配合率100％再生紙を使用しています


	P1.pdf
	P2-3.pdf
	P4.pdf

